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都市交通について
毎月連載記事

執筆中



基調講演の骨子

バスによる幹線輸送：魅力と可能性

移動の意味、公共交通の意味、バスの強み

海外事例

論点
•速さ
•輸送力
•駅・ターミナル・停留所
•ネットワーク・地理的視点
•存在感



•まちづくり必要場づくり、拠点づくり

•バスは必要 運転できずともおでかけ

•バスは可能 地域にあわせる柔軟性

•民間事業の力 ＋ 市民 ＋ 行政

•事例を増やしていく（実験も）→学んでいく
•地域での経験、人材育成へ

2022.11.10モビリティ・ピッチにて



場づくり・拠点の形成

わくわくし、余韻をもたらす「場」が必要
Walkableな市街地に多くの「場」

場があれば→持続可能、創造的、強靭、多様性

移動は必要

個人の心身健康
都市の活力

都市経営的副次効果

健康増進→医療費削減→財政支出節約
健康増進→高齢者生産活動→税収増加
中心市街地等地価上昇→財政収入増加

さまざまな効果

地域への効果 → 産業、福祉、教育、環境

移動への効果 → 公共交通を活かす機会

移動・おでかけ の 意味確認



公共交通の意味 確認①

• 基本

–移動の選択性 multi-modal

•自動車以外を選べること （自動車以外のほう
が魅力的な時もあること）

–移動の自由 freedom of travel

•自動車なくても苦痛なく移動できること（自動
車以外のほうが快適な時もあること）

• 安全大前提→その先で公共交通がなすべきこと？



公共交通の意味 確認②

• Walkable

–駅や停留所への歩きやすさ（安心できて快適で）

• 自動車優先の道路からの見直し→空間再配分、規制工夫

• Reliable

–市民がその移動サービスを信頼し誇りに思い自慢する

• たとえ一日５本でも自慢のバスはあり得る。

• Enjoyable

–駅や停留所、車内が楽しい（イベント、市場も）

–眺めもよい（駅から、車内から） → Place



バスの大前提１

即地性、多様性、しぶとさ

（国際交通安全学会誌 IATSS Review 2021.10発行予定号掲載記事より）
（学会HPよりダウンロード可能）
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序 海外事例の写真と動画より

ジャカルタのBRT トランスジャカルタ

クリチバの統合的バスシステム RIT

ボゴタのBRT トランスミレニオ

メッスのMETIS

ナンシーのBHLS２号線



Jakarta, Indonesia

















Curitiba, Brazil











In the 1970s, Curitiba implemented the first 
exclusive lane  to public transport.

The beginning of the implementation of structural axes

CURITIBA
1970

















Bogota, Colombia















43都市デザイナーが仕掛けたバスシステム メッス市（フランス）
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Nancy, France









あのヴァンソン藤井由実さん



用語確認

ＢＲＴ (Bus Rapid Transit)

→ Ｒ ＝ 道路が混んでいても速い

ＢＲＴというなら、速さ保証で

→ イメージの悪さ克服という意図も強い

ＢＨＬＳ (Bus with High Level of Service)

→ クリチバやボゴタほど大量ではなく



論点１

バスによる幹線輸送

「速さ」にどうこだわるか？ １分？１秒？

そもそも速達性とは
そもそも定時性とは

専用車線？ 専用道路？



名古屋
基幹バス
新出来町線



北九州
（～２００５頃）



参考 バス専用走行区間の比較

クリチバ（バス専用道路） 北九州市（バス専用道路） 名古屋市（基幹バス）

市域人口 180万人 100万人 220万人

整備の経緯 区画整理により整備 路面電車廃線跡 道路拡幅時に整備

運行本数
（台／時間）

終日：50～60
10～12

（ピーク時：約20）
20～30

（ピーク時：40～45）

断面構成
バス専用道（中央２車線）

+ 一般車線（２車線）

バス専用ﾚｰﾝ（中央２車線）
+ 一般車線（４車線）



論点２

バスによる幹線輸送

「輸送力」にこだわるか？ 連節バス？

そもそも理論的には輸送力は無限大

ただし条件（空間、費用等）を付されると有限



参考１：路線の輸送力

車両定員
人／台

時間あたり台数
台／時

輸送力
（人／時間）

途中主要停留所
停車時間

運賃収受方法

乗車ドア数
降車ドア数

ICカード
普及率



参考２：路線の輸送力の費用効率

輸送力の
費用効率
円／人

（一人運ぶのにかかる費用）

時間あたり費用
（円／時）

輸送力
（人／時間）

道路・駅等
インフラ費用

必要両数
必要人数

平均速度

車両費用
運転士費用

速達性向上策

１両あたり定員



参考３：連節バスについて

•輸送力
•システムとして輸送力の費用効率が高い

•但し、運賃収受、バス停設計が重要
•バス停での乗降時間短縮策

•速達性が高いとさらに費用効率は向上
•専用車線、優先信号制御等での工夫も

•その他
•輸入車両→従来の国産車にないデザイン



論点３

バスによる幹線輸送

「駅・ターミナル・停留所」にこだわるか？

バスに乗るにはまず乗り場へ

Place-Makingの潮流 → 場づくりの意義



東京都江戸川区
バス停前ポケットパーク（民地借用等）



場→拠点形成→バスターミナル

•場があってこそ街は元気に持続する
• 大型商業施設だけに頼ってはいけない

•連なる場or大きな場 → 都市の拠点に

•場・拠点へのアクセス機能への配慮
• 自動車でもバスでも

• バスでのアクセスの魅力向上

• バスターミナルの捉え方



クリチバ 再掲 幹線路線とバスターミナル



クリチバ 区役所はすべてバスターミナル横



論点４

バスによる幹線輸送

「ネットワーク・地理的視点」にこだわるか？

ここぞ という幹線路線、その候補は自明

地形、道路網、鉄道網、港、空港に配慮



論点５

バスによる幹線輸送

なんといっても「存在感（信頼感）」

運行頻度＋ブランディング（名称、車両、施設、情報）
（MaaSもここでも役に立つとよいかも）

知っている（みたことある）
→得意なことと苦手なことがわかる
→上手に生活の場面にあわせて使える
→まわりに自慢できる



公共交通の意味（再掲）の体現へ

• Walkable

–駅や停留所への歩きやすさ（安心できて快適で）

• 自動車優先の道路からの見直し→空間再配分、規制工夫

• Reliable

–市民がその移動サービスを信頼し誇りに思い自慢する

• たとえ一日５本でも自慢のバスはあり得る。

• Enjoyable

–駅や停留所、車内が楽しい（イベント、市場も）

–眺めもよい（駅から、車内から） → Place



まとめ

バスによる幹線輸送：魅力と可能性

移動の意味、公共交通の意味、バスの強み

論点

•速さ こだわりすぎず

•輸送力 こだわりすぎず

•駅・ターミナル・停留所 place makingとつなぐ

•ネットワーク・地理的視点 重要

•存在感 頻度とブランディングと情報提供
•Walkable、 Reliable、 Enjoyable へ


